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ファッション産業における流行と製品差別化

福林綾

Ⅰ．序

　私は高校生の時に「季節の流行色は人の話し合いにより、何年か前にすでに決められている」という事を知った。それまで、流行というものは人々の中で自然にできるものだと思っていたので、話し合いによって決定されるという事実に驚きショックを受けた。
　電車の中吊り広告では女性誌の「春の流行大予想」「春のマストアイテムチェック」といった言葉をよく目にする。街を見まわすと皆同じものを着ているように感じる事がある。去年は誰も着ていなかったようなものを今年は皆が身につけていたりする。10～20代向けの服のお店で違う店なのに売っているものはほとんど同じ、ということもよくある。それらは「今年の流行」とされているものである。
　では、流行とは何なのか。なぜ特定のものが大量に売られたり買われたりしているのか。企業にとって、あるいは消費者にとって「流行」はどのような意味を持つのか。日本人は特に流行に大きく左右されているように感じるが、これは日本人特有の現象なのか。社会学と経済学の面から検証していく。

Ⅱ．流行と流行色の発表


　ヘッダーの中央に論文タイトル、右端に

氏名を入れる。フォントサイズは８ポイント。

　フッターの中央にページを入れる
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